
■実ソフトウェア検査（受入・出荷）�
■デザインレビューの実施�

■生産管理、品質管理�
■開発からＦＳまでの一貫した管理推進�

■ASK（QCサークル活動）� ■COM-FACE（TQM）�
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★現システム�
　評価�

★24h後方監視�
　（MFOS）�

★全国�
　FSC発足�

★全国TSC�
　24時間体制�

ソフトウェア改良施策�

ソフトウェアの生産技術と管理運営�

ソフトウェア開発における３大要素は、〈品質〉〈コスト〉〈納期〉である。�

ことに品質は、けた違いの信頼性を要求される通信ソフトウェアでは重要性が高い。�

品質保証の体系化と具体的な仕組みの導入によって、高度な品質維持が可能となった。�

限られた要員で高品質なソフトウェアを効率的に開発した生産技術力と、�

ノウハウを整理したのが下図である。�

Production technologies and management of software
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品質保証の変遷� 製品（購入）の保証� 開発管理の導入� ライフサイクルを通した管理プロセスの保証� 顧客指向型の品質保証�

①生産管理の仕掛け�
　（マネジメント力）�

開発作業標準�

通信ソフトウェアの内製開発規模�

全体人数�
通信ソフトウェア系人数�

■開発工程作業の標準化（メーカ対応）�
■日報システムの導入�
■開発／維持管理活動の品質保証体系化�

■標準化委員会機構の運営�

●MDB ●PROM ●Smart SLIM ●COMS mon●�

■ソフトウェア購入（書類検査）検査�

■開発管理システム（ＰＲＯＭ／2）導入�
■ISO-9001に準拠した�
　品質保証体系�

■開発プロセス管理へ移行（PMS、OMS、FMS、RIS、COARA）�

製品検査�

品質管理�

職場小集団活動�

■SPAによる管理プロセスの評価手法確立（TMF）�
■SQMによる新デザインレビュー技法の確立�

②ソフトウェア開発要員育成�
　（テクニカル／ヒューマン）スキル向上�

③ソフトウェア開発技法の導入�
　（開発業務の効率化）�

OJTによるソフトウェア集団開発手法育成、良いプロセスの回し方�
集合研修・プロジェクト研修�

ソフトウェア生産技術普及（統計／製造／試験技法）�
●INSTEP構想（通信ソフトウェア開発総合支援環境）�

●DOMES（NSP適用）�
●DIPS版CHILL ●WS版�●BASE/MEDIA ●ESP ●ADAM（自動化率大幅UP）�

集中開発環境�
WS本格導入�

ＷＳ（120台）�
ファイル化統合� 統合� 完全内製化�TLC4（マルチ）�

TLC2

TLC3

2,000台� 4,000台�

分散開発環境�

インディヴィジュアル開発�

　RT専用マシン�

導入された�
サービス� ●伝言ダイヤル�

●自動クレジット通話� ●ナンバーアナウンス�
●ナンバーディスプレイ�
●ナビダイヤル�

●迷惑電話おことわり�
●メンバーズネット�

●ボイスワープ�
●＃ダイヤル�
●ダイヤルQ2

●トリオホン�
●ダイヤルイン�
●でんわ会議�

●転送でんわ�●でんわばん� ●フリーダイヤル� ●キャッチホンⅡ�
●テレドーム�
●テレゴング�●オフトーク通信�

○D100B本格運用� ○中央ソフトウェアセンタ設置�

○共通線信号網全国拡大�

○NTTコムウェア営業開始�○NW高度化推進本部のもとに通信ソフトウェア本部�
　および情報システム本部を設置�○D70本仕商用開始�○D60特仕（大手町）� ○ISM商用開始� ○オールSPC化完了�

○ディジタル化完了�○D70特仕� ○D60本仕商用開始� ○サービス生産本部を設置�
　ソフトウェア関連組織幕張へ移転�

約4,000人�

約5000名�

通信ソフトウェアの内製開発規模�
4.8ML（94年度末）�


